
平
成
二
十
年
度
卒
業
論
文
題
目

一
覧

(国
語
)

石
井

輝
彦

石
田

智
恵

伊
藤

彩

臼
井

省
悟

岡
崎

祥
子

金
子

友
美

神
山

智

菊
地

歩
美

黒
沼

秀
哉

作
間
加
代
子

佐
々
木
聡
子

佐
々
木
志
織

佐
々
木
奈
月

佐
々
木
由
香

真
田

良
枝

杉
原
和
佳
子

対
話
指
導
の
研
究

1
伝
え
合
う
力
を
育
む
指
導
に
つ
い
て
-

子
ど
も
の
読
み
を
深
め
る
音
読

･
朗
読
指
導
の
研
究

児
童
文
学
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
効
果
に
つ
い
て

三
島
由
紀
夫
論

-
夢
見
る

(虚
構
と
し
て
の
死
)
-

『竹
取
物
語
』
研
究

-
か
ぐ
や
姫
の
罪
と
罰
を
め
ぐ

っ
て
I

伝
え
合
う
力
を
高
め
る
話
し
合
い
指
導
の
研
究

1
話
し
合
い
指
導
に
お
け
る
プ
ロ
ト
コ
ル
分
析
を
中
心
に
-

｢鉢
か
づ
き
｣
論

-
継
子
い
じ
め
を
中
心
と
し
て
-

風
土

･
歴
史
か
ら
見
る
日
中
の
文
化

実
感
を
伴

っ
た
国
語
の
授
業
展
開
に
つ
い
て

語
用
論
的
視
点
で
見
る
地
域
の
日
本
語
教
育

遠
藤
周
作

『深
い
河
』
論

-
魂
の
救
済
を
求
め
て
-

自
己
形
成
に
お
け
る
児
童
文
学
の
は
た
ら
き

国
語
科
教
育
を
通
じ
た
J
S
L
生
徒
の
学
習
言
語
育
成
に

つ
い
て

発
達
に
お
け
る
〟

詩
″

の
有
効
性

～
思
春
期
を
中
心
に

～

宮
崎
駿

『風
の
谷
の
ナ

ウ
シ
カ
』
論

-
中
間
者
ナ
ウ
シ
カ
の
行
方
を
め
ぐ

っ
て
-

夢
野
久
作

『ド
グ
ラ

･
マ
グ
ラ
』
私
論

-

(胎
児
の
悪
夢
)
を
中
心
に
循
環
す
る
探
偵
小
説
-

杉
本

期
平

蘇

璃

高
橋

舞

滝
沢

恵

田
中
奈
津
美

東
川

裕
歌

平
田

真
子

増
田

周

水
野

綾
子

村
上
え
り
か

山
内

清
華

山
根

都

横
山

彩

吉
田

直
史

(書
道
)

今
井

雅
美

川
上

千
穂

川
原
田

梓

関

恵
梨

高
橋

美
奈

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
通
し
て
の
交
流

～
サ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
絵
本
を
活
か
し
て
～

近
代
以
降
の
大
連
地
域
に
お
け
る
日
本
語
教
育

表
現
力
を
育
む
読
書
指
導
の
研
究

教
材
と
し
て
の
翻
訳
文
学
の
在
り
方

『と
は
ず
が
た
り
』
論

-
存
在
証
明
と
し
て
の
愛
欲
-

作
文
産
出
に
お
け
る
思
考
過
程
の
研
究

子
ど
も
の
読
む
力
を
育
む
発
間
の
研
究

～
p
I
S
A
型
読
解
力
を
基
に
し
て
～

言
語
感
覚
を
培
う
語
嚢
指
導
の
研
究

個
の
読
み
を
生
か
す
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
の
研
究

-
文
学
教
材
に
お
け
る
読
者
反
応
研
究
-

大
人
が
親
し
む
た
め
の
絵
本
論

～
生
涯
学
習

へ
の
提
案
～

読
書
を
児
童
に
日
常
化
さ

せ
る
た
め
の
提
案

読
者
論
を
生
か
し
た
読
み
の
授
業
の
研
究

｢読
み
｣
に
お
け
る
ポ
ー
ズ
の
有
用
性
と
活
用
に
つ
い
て

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
音
韻
論
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袴
遂
良
の
書
に
関
す
る

1
考
察

中
学
校
書
写
に
お
け
る
行
書
の
指
導
に
つ
い
て

～
平
成
1
9
年
度
版
教
科
書
6
社
を
比
較
し
て

～

幼
児
向
け
絵
本
に
お
け
る
文
字
使
用
の
実
態
と
そ
の
問
題
点

書
写
教
育
の
課
題
と
今
後
の
展
望

～
学
生
の
書
写
に
対
す
る
意
識
調
査
の
結
果
を
も
と
に
～

寸
松
庵
色
紙
の
幸
美
に
お
け
る

一
考
察



沼
山

尚
恵

藤
井

香
澄

三
浦

宝
子

何
紹
基
の
書
法
と
そ
の
現
代
書
家

へ
の
影
響

小
学
校
に
お
け
る
書
写
教
育
の
必
要
性

-
子
ど
も
の
書
写
嫌
い
は
な
ぜ
起
こ
る
-

小
学
校
書
写
の
教
科
書
に
お
け
る
硬
筆
の
手
本
に
関
す
る

I
考
案

平
成
二
十
年
度
修
士
論
文
題
目

一
覧

王

来
特

妻

涛

李

真

『儀
礼
』
と
漠
代
の
政
治

-
冠
礼
を
中
心
と
し
て
-

江
戸
時
代
に
お
け
る
武
士
言
葉
の
研
究

上
巳
習
俗
の
基
礎
的
研
究

-

『詩
経
』
鄭
風

･
湊
清
篇
の
韓
詩
説
と
上
巳
習
俗
の

関
係
を
中
心
と
し
て
-
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『岩
大
詩
文
』
編
集
規
定

l
t
本
誌
は
'
岩
手
大
学
語
文
学
会
の
機
関
誌
と
し
て
年

一
回
発
行
す
る
｡

2
'
本
誌
は
'
原
則
と
し
て
本
会
会
員
の
論
文
等
を
掲
載
す
る
｡

3
'
本
誌
は
'
論
文

･
翻
訳

･
書
評
等
の
ほ
か
'
学
会
情
報
に
関
す
る
記
事

も
掲
載
す
る
.

4
'
論
文
等
の
投
稿
に
関
す
る
規
定
は
'
別
に
定
め
る
｡

5
'
投
稿
原
稿
の
形
式

･
内
容
の
変
更

･
修
正
に
つ
き
'
編
集
委
員
会
と
執

筆
者
と
の
間
で
協
議
を
行
う
こ
と
が
あ
る
｡

6
㌧
編
集
委
員
会
に
関
す
る
規
定
は
'
別
に
定
め
る
｡

『岩
大
語
文
』
編
集
委
員
会
規
走

1
､
編
集
委
員
会
は
'
会
員
の
中
か
ら
総
会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
た
若
干
名

の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
す
る
｡

2
､
編
集
委
員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
｡
但
し
'
再
任
は
妨
げ
な
い
｡

3
'
編
集
委
員
長
は
'
編
集
委
員
の
互
選
に
よ
っ
て
決
定
す
る
｡

『岩
大
詩
文
』
投
稿
規
定

1
'
岩
手
大
学
詩
文
学
会
の
会
員
は
､
本
誌
に
投
稿
で
き
る
｡

2
'
投
稿
原
稿
は
未
発
表
の
も
の
に
限
る
｡

3
'
論
文
原
稿
は
四
百
字
づ
め
原
稿
用
紙
三
十
五
枚
以
内
と
す
る
｡
な
お
'

ワ
ー
プ
ロ
で
の
原
稿
に
つ
い
て
も

一
四
〇
〇
〇
字
以
内
と
す
る
｡

(卒
業
論
文

･
修
士
論
文
の
紹
介
は
十
八
枚
､
七
二
〇
〇
字
以
内
と
す

る
｡)

4
'
論
文
に
は
英
文
の
タ
イ
ト
ル
を
付
す
こ
と
と
す
る
｡

5
'
投
稿
原
稿
は
二
部
と
L
t
氏
名

･
所
属

･
連
絡
先

(電
話
番
号
も
)
を

付
記
L
t
岩
手
大
学
語
文
学
会
編
集
委
員
会

(〒
〇
二
〇
-･八
五
五
〇

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
三
-

一
八
-
三
三

岩
手
大
学
教
育
学
部
国
語
科

資
料
室
)
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
｡

6
'
投
稿
論
文
は
'
毎
年
度
十
二
月
三
十

一
日
を
締
切
と
す
る
｡

7
'
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著
作
権
に
つ
い
て

(1
)
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
は
岩
手
大
学
リ
ポ
ジ
ト
-
を
通
し
て

W
e
b
公
開
さ
れ
る
｡

(2
)
W
e
b
公
開
を
行
う
た
め
に
'
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
の
著

作
権
の
う
ち
複
製
権
お
よ
び
公
衆
送
信
権
は
岩
手
大
学
語
文
学
会

に
帰
属
す
る
も
の
と
す
る
｡

(3
)
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
著
作
物
は
学
術
情
報
と
し
て
著
作
者
自
身
で

再
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

岩
手
大
学
詩
文
学
会
会
則

第

一
章

総
則

第

一
条

本
会
は
岩
手
大
学
語
文
学
会
と
称
し
､
事
務
局
を
岩
手
大
学
教

育
学
部
国
語
科
研
究
室
内
に
置
く
｡

第
二
条

本
会
は
国
文
学

･
日
本
語
学

･
国
語
教
育

･
漢
文
学

･
書
道

･

日
本
語
教
育
の
研
究
な
ら
び
に
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
｡

第
三
条

本
会
は
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
｡

｢

学
術
研
究
会
の
開
催

二
㌧
学
術
講
演
会
の
開
催

三
'
機
関
誌
の
発
行

四
'
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
四
条

一
㌧
本
会
は
岩
手
大
学
教
育
学
部
の
第
二
条
に
規
定
す
る
分
野
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二
'

三
㌧

第
二
章

の
卒
業
生

･
在
学
生
の
う
ち
入
会
を
希
望
す
る
者
お
よ
び

第
二
条
に
規
定
す
る
分
野
の
専
任
教
官
を
も
っ
て
会
員
と

す
る
｡

本
学
に
お
い
て
第
二
条
に
規
定
す
る
分
野
を
担
当
す
る
教

官
お
よ
び
附
属
学
校
で
入
会
を
希
望
す
る
教
官
を
会
員
と

す
る
｡

そ
の
他
入
会
を
希
望
す
る
者
で
'
幹
事
会
が
推
薦
し
総
会

が
承
認
し
た
も
の
｡

役
員

第
九
条

役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
は
二
か
年
と
L
t
再
任
を
妨
げ
な
い
｡

第
三
章

会
議

第
十
条

会
議
は
次
の
通
り
と
す
る
C

一
'
総
会

二
㌧
評
議
員
会

三
'
幹
事
会

第
十

一
条

第
十
二
条

総
会
は
会
長
が
招
集
L
t
本
会
の
最
高
議
決
機
関
と
す
る
｡

評
議
員
会
は
総
会
に
つ
ぐ
義
決
機
関
で
会
長
が
こ
れ
を
招
集
す
る
｡

第
五
条

本
会
は
次
の
役
員
を
置
く
｡

一
㌧
会
長

一
名

二
'
副
会
長

一
名

三
㌧
幹
事

若
干
名

四
'
会
計
幹
事

1
名

五
'
会
計
監
査

二
名

第
六
条

本
会
に
評
議
員
を
置
く
｡
評
議
員
は
会
員
中
よ
り
選
出
す
る
｡

第
七
条

役
員
選
出
は
次
の
通
り
と
す
る
｡

二

会
長
は
本
学
専
任
教
官
の
互
選
に
よ
っ
て
選
出
す
る
｡

二
'
副
会
長
は
'
会
長
が
本
会
員
よ
り
こ
れ
を
指
名
し
'
総
会

の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
｡

三
'
幹
事

･
会
計
幹
事

･
会
計
監
査
は
評
議
員
よ
り
こ
れ
を
選

出
L
t
総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
｡

第
八
粂

会
長
は
本
会
を
代
表
し
､
会
務
を
総
理
す
る
｡
副
会
長
は
会
長

を
補
佐
L
t
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
へ
そ
の
代
理
を
す
る
｡
幹

事
は
会
務
を
分
掌
す
る
｡
会
計
幹
事
は
会
計
を
司
る
｡
会
計
監

査
は
会
計
を
監
査
す
る
｡

第
四
章

会
計

第
十
三
条

本
会
の
経
費
は
会
費

･
入
会
金

･
補
助
金

･
事
業
収
入

･
寄
付

金
お
よ
び
そ
の
他
を
も
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
｡

第
十
四
条

会
費
は
年
額
二
〇
〇
〇
円
と
し
､
入
会
金
は

一
〇
〇
〇
円
と
す

る
｡
た
だ
し
学
部
在
学
生
の
会
費
は

一
〇
〇
〇
円
と
す
る
｡

第
十
五
条

本
会
の
会
計
年
度
は
四
月

1
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十

一
日
ま

で
と
す
る
｡

付
則

一
'
本
会
則
は
総
会
の
決
議
に
よ
ら
な
け
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
｡

二
㌧
本
会
則
は
平
成
四
年
九
月

一
日
よ
り
施
行
す
る
｡

三
､
本
会
則
は
平
成
十
二
年
十
二
月
十
六
日
よ
り
施
行
す
る
｡

46



あ
と
が
き

岩
大
語
文
学
会
の
会
長
に
就
任
以
来
､
学
部
生
も
学
会
員
で
あ
る
以
上
'

学
会
を
院
生
だ
け
で
な
く
'学
部
生
に
も
積
極
的
に
参
加
で
き
る
も
の
に
も
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
｡
十
二
月
の
大
会
で
'
各
研
究
室
か
ら

一

名
づ
つ
､
四
年
生
に
卒
業
研
究
の
中
間
発
表
を
や
っ
て
も
ら
っ
た
の
も
､
そ

の
よ
う
な
気
持
ち
か
ら
で
し
た
｡
国
語
科
の
学
生
は
'
例
年
､
二
年
生
の
夏

休
み
前
に
各
研
究
室
に
所
属
し
て
､演
習
な
ど
を
と
お
し
て
卒
論
研
究
を
行
っ

て
き
て
い
ま
す
O
も
ち
ろ
ん
'
大
学
生
活
'
卒
論
だ
け
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
ほ
ど
ゆ
っ
た
り
は
し
て
い
ま
せ
ん
｡
登
業
は
も
ち
ろ
ん
､
サ
ー
ク
ル
活

動
'
教
育
実
習
､
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
の
勉
強
､
就
職
活
動
'
そ
の
他
'

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
な
か
で
'
驚
く
こ
と
に
'
毎
年
､

出
さ
れ
て
く
る
卒
論
に
は

(力
作
)
と
呼
べ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
｡
そ

し
て
'
卒
論
を
書
き
終
え
た
と
き
､
彼
ら
は

(学
生
)
と
し
て
の
自
分
を
'

は
っ
き
り
と
自
覚
す
る
み
た
い
で
す
｡
さ
ら
に
'
本
学
会
に
お
い
て
'
注
目

す
べ
き
は
中
国
か
ら
の
留
学
生
諸
君
の
頑
張
り
で
す
｡
今
回
'
李
真
さ
ん
と

王
来
特
君
の
修
士
論
文
の
要
約
を
掲
載
し
ま
し
た
｡
修
了
生
の
李
蓮
花
さ
ん

の
中
国
か
ら
の
投
稿
を
含
め
'
そ
の
レ
ベ
ル
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま

す
｡
ま
た
'
今
回
は
積
極
的
に
'
各
研
究
室
か
ら
推
薦
さ
れ
た
卒
論

(要
約
)

を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
｡
飯
村
君
の
イ
ン
ド
で
の
学
会
報
告
は
'
イ

ン
ド
体
験
を
含
め
て
感
動
の
息
遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
報
告
と
な
っ
て
い
ま
す
｡

夏
の
大
会
で
は
'
国
語
科
の
O
B
で
'
現
在
'
教
育
実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
客

員
教
授
で
あ
り
ま
す
八
重
樫
勝
先
生
に

｢教
育

･
言
葉

･
国
語
教
育
あ
れ
こ

れ
｣
と
い
う
題
目
で
'
体
験
に
基
づ
い
た
含
蓄
の
あ
る
講
演
を
い
た
だ
き
'

冬
の
大
会
で
は
'
国
語
科
の
O
G
で
'

一
関
第
二
高
等
学
校
教
諭
で
､
気
鋭

の
俳
人
で
も
あ
る
照
井
翠
さ
ん
に

｢無
限
の
器

俳
句
｣
と
い
う
実
作
者
だ

か
ら
こ
そ
語
れ
る
刺
激
的
な
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
そ
れ
ら
の
講

演
は
､
講
演
要
旨
と
い
う
形
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡
国
語
科
の

教
員
は
'
校
舎
の
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
'
今
年
い
っ
ぱ
い
'
工
学
部
敷
地

内
の
共
用
教
育
研
究
棟

(プ
レ
ハ
ブ
)
に
雑
居
仮
住
ま
い
状
態
で
､
院
生
や

学
生
た
ち
に
は
不
便
な
思
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
が
'
そ
の
中
で
の
院
生

･
学

生
と
の
演
習
や
歓
談
も
悪
く
な
い
な
t
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
｡

(中
村

一
基
)

『岩
大
語
文
』
編
集
委
員
会

大
野
鼻
男

･
菊
地
悟

(編
集
幹
事
)

r

中
村

1
基

(編
集
委
員
長
)
(五
十
音
順
)

表
紙
デ
ザ
イ
ン

武
元
伸
次

執
筆
者
紹
介

小
浦
啓
子

岩
手
大
学
教
育
学
部
講
師

李
蓮
花

･
劉
麗
芸

江
蘇
工
業
学
院

李
真

･
王
来
特

平
成
二
十
年
度
岩
手
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
了

岡
崎
祥
子

･
真
田
良
枝

･
作
間
加
代
子

･
杉
本
期
平

･
東
川
裕
歌

･

石
井
輝
彦

平
成
二
十
年
度
岩
手
大
学
教
育
学
部
卒
業

飯
村
裕
樹

岩
手
大
学
教
育
学
部
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岩
大
語
文

第
十
四
号

二
〇
〇
九
年
七
月
四
日
発

行

編
集
者

『
岩

大
語
文
』

編
集
委

員
会

発

行
者

岩

手
大
学
語

文
学
会

〒

〇
二
〇
-

八
五
五
〇

盛
岡
市
上
田

三
ノ

一八
ノ
三

岩
手

大学
教
育
学
部
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〇
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-

六
二
一-
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二
二

印
刷
所
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メ
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